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フク リンチ トセ ランの葉片を葉挿 しを したのちγ温室内におき13℃sの'7線照射をi50日間 おこ
な った。線量率は0,・0.14,0。31,0.56,1.25,'5Gy/1・fであ った'。照射後,葉片か らの萌芽;率は
一般に線$:率の増加 と'と'もに低下す る傾向が認め られた。 特に0.56Gy/1=1までは 急激 な 低下が
観察 されたC葉 長,葉 而積の調査 では,低 線.量域 での急激な低下は認め られなか三たがt1大きな
階級値め頻度 が減少す る傾向が認め られ'た。5Gy区 では帯化葉の発生が萌芽率'あた り50%に達
した。 また5Gy区 におけ る葉長 の減少は γ線に よる細胞伸長の抑制ばか りでな く,細 胞分裂の
停止あるいは細胞死に よることも…つの要因 と考え られた。.
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は じ め に
i
、
フクリソチ トセラ ン(Sansevifrialaurentii)は茉 セー 買絶 の覆輪を もつ観葉植物 であ る。葉挿
しに より容易に繁殖 す る。 この ことは分裂組織 をもたない細胞組織が新たに分裂組織を形成 し,
さらに1個 体へ と分化す ることを意味す る。 も し各ノ1'育段階での変異体が得 られ るな らば,形 態
形成 のための生体内 スイッチを解 明す る有力な材料 となろ う。 このrl的のために,突 然変異休 を
誘発 させ るため γ線照射をおこなお うと したが,フ クリンチ トセランが どの程度 の γ線に耐え う
るかの報 告,す なわち γ線 感受性の{1讃が まっだ くない ことが分 らた。そ こで本論文は,フ ク リ
ンチ トセラ ンの γ線感受性 についての鋼査結果を報告 し,同 時に,高 線量区で2枚 の葉が融 合 し
て1枚 の葉 として発生す る,い わゆる帯化葉 ω匂の発生が認め られたので,こ の帯化葉の調査結
果 も報告す ることに した。
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岬 竣 〔 ⇔ 嘩6c鴫 隔醐!・鉢(30×40Cm)に麹 し鑑 な〔
葉片数は1釦 ξ25放と し無作為に植えtg。この鉢を農林水産省放射線育種場 く茨城県大宮1!IDlに
あるr.温室の線源(】3℃s)下の地点か ら1m間 隔に お き照射をおこな った。実質照射 日数は150
日kあ づだぴ照射線量率はiそれぞれ1比O∫ ・0.31,・0.56,1.25,、SGYであった。照射後,萌 芽
数;葺(軸勘!禰!・淀嚥 坤 微鏡下で十 砲 あ糸噸 鵬 迦 鰍 さ
を算出 した。帯化葉の発生率は朋 芽数当 りとして鋼査 した,,
結 果
第1図 は莱片か らの萌芽率 と線量率 との関係を調査 した結果 である。萌芽率は一一般に線 畠:率の
増加 とともに低下す る傾向が認～らられ た。牲にO・7G¥/[ijEeたりまでは 急激.な低下 が 観察 され
た・次にth"s{.した難 と葉獅 わ 平均値を∂踏 した糸課 櫛2図,第3剛1!・ ↓で示す・葉長・
葉面積 と.もに0.56Gy/Uでも,未 照射の平均値 との間aこ極端な差異は認め られず,さ らに高線量
の珍俳 『乎均値 は顕著に低下す るこ去が判明 した。 しか し葉長や葉面積の数他の階級芳1瀕度分布
をみ ると・(第2図ご 第 鋼)・ 磯1量 醐 合で も綱 ・率の増加 ととも、に・}鋤 に 大 きな 階級∬Cilの
頻度が次第に減少 してい く傾 向があることが認め られた。
第1表 は対照区 と5Gy区 におけ るサ ソセベ リアの細胞 の 大 きさを 調査 し,そ の平均値を示 し
たものである。照射区の方が細胞の大 きさがやや小 さ くな っていたが,5Gy区の細胞の大 きさは
対照区 と比較 して有意な差を示 さなか った。 第2表 は帯化葉の発生頻度 調査 した ものであ る。5
























一般に細胞分裂は細胞伸長 よ り放射線感受性が大であることは よく知 られてい るが㈹ω,低 線
量域での萌芽数の減少は γ線に よる細胞分裂の停止や細胞死に よるもの'であろ う6これ に反 して
葉長や葉面積の調査は γ線障害か らまぬがれ た細胞 集団についての 凋査 と考えて よいであろ う。
このため細胞分裂が終 り比較的放射線感受性 の低い細胞 伸長のみで葉長や葉而積の値を大 き くし
てい ると考 え られ る。
しか し・第2図 で認め られた ように高線 量照身枢(5Gy)の 草丈の声均値は対照区iD50%以下
の数値 を示 してい るに もかかわ らず,細 胞 の大 きさはそれ程の差異が認め られなか った とい う事
は,γ 線照射に よって細胞イ〕{{長が阻止 されたばか りでな く,葉長を構成す る細胞の死}こよる細胞
数 の低下に よる と考え られ よ う。 それ故 に,2枚 の葉の分裂組織が発生初期過程でr線 の障害を
うけ,2つ の葉原基の分裂組織 が1'つの分裂組織 とな り,外見1:,、"く}sの字型の 帯化葉が 発生




































































































写真1γ 線照射 によ り生 じた フク リンチセランの帯
化葉
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